
大型低騒音風洞大型低騒音風洞

【概要】
公益財団法人鉄道総合技術研究所の大型低騒音風洞は、新幹線

をはじめとする高速鉄道の空力騒音、空気力学的諸課題の研究開
発のために建設されました 本風洞は １９９６年６月開業以来発のために建設されました。本風洞は、１９９６年６月開業以来、
多くの利用実績を積み重ね、ＪＲ会社、鉄道総研自身はもとより、
鉄道関係以外の各種分野の研究・開発に幅広く役立っています。

【特徴】
１．世界的トップクラスの低騒音性能

暗騒音レベル 風速３００ｋ ／ｈ時 ７５ ６ｄＢ（Ａ）暗騒音レベル：風速３００ｋｍ／ｈ時 ７５．６ｄＢ（Ａ）
２．国内の大型低騒音風洞では、最高の風速性能

開放型測定部で最高風速：４００ｋｍ／ｈ
密閉型測定部で最高風速：３００ｋｍ／ｈ

３．大型高速の移動地面板を装備
幅２ｍ×長さ６ｍ、最高速度：２２０ｋｍ／ｈ

大きな測定部 乱れ 少な 流れ４．大きな測定部、乱れの少ない流れ

【用途】
開放型測定部は、幅２０ｍ×長さ２２ｍ×高さ１３ｍという大

きい無響室で模型等から発生する空力音を精密に測定できます。
また、最新の指向性収音装置を使用することにより、リアルタイまた、最新の指向性収音装置を使用することにより、リアルタイ
ムの音源探査の測定が可能であり、優れた結果が得られます。

密閉型測定部は、安定した気流性能を有しており、列車の空気
抵抗や走行安全に関する空力特性の解明に大きく貢献しています。



移動地面板

開放型測定部における暗騒音レベル
移動地面板を使用した空気力特性試験

移動地面板

風洞仕様

（公財）鉄道総合技術研究所 研究開発推進室（風洞技術センター）


